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利用団体で
準備するもの

【片付】 貸出物品の返却
【解散】 研修生は引率者の指示に従う

　③集合（終了時間を決めておく）

「玄海の家」で
準備できるもの

活動の留意点

引率者の役割
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筆記用具、救急医薬品、（時計）

【片付】 返却物品の受け取り

【集合】 集合場所
　①説明を聞く（１０分）

　　・写真の場所を探す

　　・漢字の読みの問題を解く

　　　※研修者の年齢によっては漢字の問題が
　　　　 難しい場合もあるため、引率者が
　　　　 問題の場所に立ちヒントを出すとよい

　　※班に時計を持たせてもよい

　　　　 団体準備物品の確認
【準備】活動場所へ移動

対象 必要時間 活動人数

活動内容

インドアビンゴ

グループで協力しながら，ビンゴシートに乗っている写真と同じ自然物や構造物を求めて館内
を捜索し，見つけ出す活動です。そのポイントを見つけ出さないと解けない問題にチャレンジし
ながらビンゴの完成を目指します。得点化して競い合うこともできます。

活動形態

自然・感性

グループ（４～６名程度）

「玄海の家」館内 巡視、ヒント出し 通年

創意工夫

主体・計画

制限なし １～１．５時間 ６０名

活動場所 必要引率者 活動適正期間
協調・協働

人間関係粘り強さ

・館内の巡視を行い、研修生の安全を確認する
・漢字の読み問題の地点でヒントを出す（実施年齢に応じて配置した方が良い場合も有）

・研修室等で他団体が研修中の場合もあるので静かに歩いて活動する
・掲示物等に触れない

バインダー、インドアビンゴシート、解答用紙

「玄海の家」の職員
【打合】 活動場所

　※指導者用には解答を入れておく
【準備】 バインダーとマップをグループ数分用意

【打合】 活動場所

　　・チェックポイントの問題を解く

　②活動開始

【指導】 活動上の指導を行う
　・バインダーとマップを配布
　・説明及び諸注意

グループ数、指導者用マップ数、貸出物品、活動の流れ等の確認


